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市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
新
年
を
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
、
市
政
へ
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
、
社
会
情
勢
は
さ
ら
に
変
革
の
勢
い
を
増
し
、

園
、
地
方
共
に
、
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高

齢
化
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
ど
の
市
町
村
も
年

金

・
医
療
・
福
祉

・
環
境
問
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
行
政
運
営

と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
深
い
ご

理
解
と
力
強
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
地
方
分
権
の
時
代
」
を
迎
え
、
大
洲
市
で

も
市
町
村
合
併
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲

市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の

4
市
町
村
に
よ
る

合
併
協
議
会
を
設
け
、
広
域
的
な
課
題
を
い
か
に
解
決

し
て
い
く
か
を
皆
様
と
共
に
議
論
し
な
が
ら
、
個
性
豊

か
で
地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い

1
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん

で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、

市
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
国
で
は
、
道
路
関
係
4
公
団
や
郵
便
事
業
の

民
営
化
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
採
算
牲
を
重
視
し

地
方
を
軽
視
す
る
動
き
を
私
た
ち
は
大
変
心
配
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
で
最
も
重
要
な
景
気
・
雇
用

も
一
向
に
回
復
の
兆
し
が
な
く
、
早
急
な
対
策
を
求
め

る
も
の
で
す
。

昨
年
大
洲
市
で
は
、
大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

や
喜
多
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
国
道
日
号
大
洲
道
路
、が
連
結
さ
れ
ま
し
た
。
観

光
・
文
化
・
産
業
面
な
ど
で
他
市
町
村
と
の
受
流
が
今

後
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
平

成
何
年
は
、
当
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
市
町
村
合
併
や

治
水
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
農

林
業
や
商
工
業
、
観
光
、
福
祉
、
教
育
文
化
の
振
興
な

ど
に
市
理
事
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
昨
年
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
辺
人
の
議
員
一
人
ひ
と

り
が
皆
様
と
同
じ
視
線
で
、
最
大
限
努
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
健
康
と
幸
せ
を
お
祈
り
し
、
市
政
推
進
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

大
洲
、
市
議
会
議
長

会

崎

弁

手



広報おおず 2003 1月号

村合併に向けた動きや、肱川を守るため

の清流保全条例制定、流域市町村で組織

する協議会の設立など環境保全に向けた

取り組みも本格化した年でした。

大洲市であった身近な出来事を写翼で

紹介します。

西暦2002年、固から提示された山鳥坂

ダム再構築案について住民説明会や公聴

会が聞かれ、流域市町村は「再構築案は

妥当であるJと評価しました。大洲城天
ぴ

守閣復元事業では、起工式や木曳き式が

あり、工事が着々と進んでいます。市町

神伝流泳法が県文化財に指定....1月8日大洲城天守閣復元工事起工式....2月5日大洲道路・松山自動車道連結....3月29日

大洲まちの駅オープン....4月12日530(ゴミゼロ)運動企5月26日大洲城天守閣復元・木曳き式....6月1日
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疋
プ)し
な
ま
九
り
乙一
タ

8 1 
日月

大
洲
神
伝
流
泳
法
が
県
無
形
文

化
財
(
芸
能
)
指
定

成
人
式
/
寒
中
水
泳
大
会

5 2 14 
日月 日

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
・
起

工
式
(
安
全
祈
願
祭
)

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

八
多
喜
祇
園
ま
つ
り
閉
幕

29 6 3 12 10 
日日 月 日日

3
月
定
例
市
議
会

(
1
m
日
)

国
道
日
号
大
洲
道
路

・
松
山
自

動
車
道
連
結
式

12 11 4 
日日 月

喜
多
児
童
館
オ
ー
プ
ン

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

オ
ー
ブ
ン

新
就
職
者
激
励
大
会

13 5 23 
日月 日

国
土
交
通
省
が
山
鳥
坂
ダ
ム
再

構
築
案
を
提
示

市
立
大
洲
病
院
が
自
治
体
立
優

良
病
院
全
国
表
彰

山
鳥
坂
ダ
ム
再
構
築
案

M
地
区

住
民
説
明
会

(
1
6
月
刊
日
)

ゴ

ミ

ゼ

ロ

5
3
0
運
動

16 
日

22 
日

1 6 26 
日月 日

う
か
い
聞
き

大
洲
城
天
守
閣
復
元
工
事
・
木

曳
き
式

山
鳥
坂
ダ
ム
再
構
築
案
に
関
す

る
公
聴
会

6
月
定
例
市
議
会

(
1
初
日
)

11 
日

12 
日
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カンハン ヨンガン

...大洲市の韓国訪問団が、日本に儒教を伝えた儒学者・萎涜ゆかりの地 ・霊光郡の皆さんと交流 (11月11日・萎涜
先生の墓前にて)

市町村合併住民説明会企7月 8 日 ~31 日カヌーツーリング駅伝大会企8月25日全国ふるさと市町村圏研修セミナー2002in西予"'9月5日

臨時議会での正副議長選挙企 10月8日肱川に全長80センチの鮭が遡上"'11月24日人権意識啓発のため企業を訪問企 12月5日

2 7 
日月

肱
川
流
域
清
流
保
全
推
進
協
議

会
台
設
す
↓

市
町
村
合
併
に
関
す
る
弘
地
区

住
民
説
明
会

(1
紅
白
)

臨
時
市
議
会
/
山
鳥
坂
ダ
ム
再

構
築
案
を
妥
当
と
評
価

市
内
中
学
生

8
人
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
派
遣

(
1
8
月
日
日
)

8 
日

19 
日

26 
日

2 8 
日月

大
洲
夏
季
大
学
(
講
師
・

峰
竜

太
さ
ん
)

3
・
4
日
大
洲
川
ま
つ
り
花
火
大
会

幻
日

9
月
定
例
市
議
会

(
1
9
月
4

日
)
カ
ヌ

l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
(
無
投

富

市

)

25 
日

5 9 
日月

「
全
国
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
研
修

セ
ミ
ナ
ー

2
0
0
2
m
西
予
」

開
催
肱
南
の
町
並
み
が
「
遊
歩
百
選
」

の
地
に
認
定

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙

18 
日

8 1029 
日月 日

臨
時
市
議
会
/
正
副
議
長
選
挙
、

議
会
人
事

任
意
合
併
協
議
会
(
大
洲
喜
多

合
併
推
進
協
議
会
)
設
立

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11 
日

お
日
刊
月
2
・
3
日
大
洲
ま
つ
り

叩
日

大

洲

市
長
ら
韓
国

・
霊
光
郡
を

訪
問

(i
u
日
)

福
祉
と
健
康
守
つ
く
り
市
民
の
っ

と
い

17 
日

4 12 
日月

ロ
月
定
例
市
議
会

(
i
m
日
)

人
権
週
間

(
l
m
日
)

大
洲
市
駅
伝
大
会

7 
日

5 
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大洲喜多含併推進協議会だより

会湘喜多含餅雄進協議会提よ17次
平成14年10月30日、大洲市民会館中ホールで、

第2回大洲喜多合併推進協議会が開催されました。

長

浜

肱

川

河

辺

の

4
市
町
村
で

事
務
事
業
の
洗
い
出
し
作
業
を
開
始

第

2
回
合
併
推
進
協
議
会

大
洲
• 

• 

• 

会議録を
閲覧で|きます
会議録や会議資料は、

協議会事務申または4市
町村の合併坦当課でそれ
ぞれ閲覧することができ
ます。

企今後の取り組みについて委員から活発に意見が、出された第2回会合
(平成14年10月30日・市民会館中ホ ル)

主
な
協
議
事
項

A-大洲
喜
多
合
併
協
議
会
設
置
議
案
に

つ
い
て

地
方
自
治
法
、
合
併
特
例
法
の
規

定
に
基
づ
く
、
法
定
の
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

4
市
町
村
の
平
成
比
年
ロ
月
定
例

議
会
に
こ
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決
を
経
て
、

平
成
同
年

1
月
に
大
洲
喜
多
合
併
協

議
会

(法
定
)
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

。
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
規
約
(
案
)

に
つ
い
て

規
約

(案
)
は
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
規
約
に

関
す
る
協
議
書
の
申
し
合
わ
せ
事
項

に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

O
法
定
の
協
議
会
の
委
員

-
4
市
町
村
の
長
・
助
役
、

4

市
町
村
議
会
議
長
・
議
会
特
別

委
員
長
及
び
学
識
経
験
者

(
4

市
町
村
そ
れ
ぞ
れ

4
人
ず
つ
で

女
性
l
人
を
含
む
こ
と
)

・
協
議
に
よ
り
定
め
た
者

(八

幡
浜
地
方
局
長
)

O
会
長
、
副
会
長
に
つ
い
て

O
協
議
会
の
運
営
に
必
要
な
経
費

の
色
ハ
担
に
つ
い
て

.
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
規
程
(
案
)

等
に
つ
い
て

次
の
規
程
等
が
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
運
営
規
程
、
会
議
運
営
等
申

し
合
わ
せ
事
項
、
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
程

そ
の
ほ
か
事
業
計
画
、
予
算
、
全

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
、
今
年

1
月
の
第
l

団
法
定
協
議
会
で
正
式
に
協
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご意見・ご貰困を
お闘力喧'~-だ立い14
合併に関するご意見・ご質問がありましたら、

合併推進協議会事務局までご連絡ください。

6 

大渉1'1喜多合併推進協議会事務局
干795-0012大洲市大洲891番地の1 大洲市民会館3階

TEL 0893-23-0234 FAX 0893-23-0233 

Eメール ozukita@cnw.ne.jp 

告

事

項

A

マ
新
市
例
規
策
定
及
び
事
務
事
業
現
況

調
査
業
務
実
施
要
領
に
つ
い
て

O
新
設
合
併
し
た
場
合
、
条
例
等

が
失
効
す
る
た
め
、
新
し
い
条

例
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

O
協
議
会
で
の
協
定
項
目
の
基
礎

資
料
の
作
成
を
行
う
た
め
、

4

市
町
村
の
事
務
事
業
の
洗
い
出

し
を
行
、
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
効
率
的
、
的
確

に
行
い
、
業
務
体
制
の
充
実
を
早
期

に
図
る
た
め
、

一
部
を
委
託
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

幸E
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4市町村の行財政状況
合併すると下の表のような規模の自治体になります。

D 協議会だ

でf宮令"'¥-'
~-I..、
B 豆、3匂-"'

項目 区分 大洲市 長浜町 肱川町 河辺村 .6- 百十Eコ

面積 240.99附 74.79附 63.30附 53.12附 432.20附
百 国勢調査人口(平成12年) 39，011人 9，266人 3，211人 1，274人 52，762人
積
国勢調査世清数(平成12年) 13，737世帯革 3.408也宇野 1，048世情 581t量得 18，774世清

人
住民基本台帳人口(平成14年3月31日) 39，061人 9，544人 3，168人 1，358人 53，131人口

住民基本台帳世需数(平成14年3月31日) 14，576世清 3，592世帯 1，087世清 534世清 19，789世清

首長任期 平成17年2月12日 平成18年6月20日 平成17年3月18日 平成15年4月24日

議会議員定数 22人 16人 12人 10人 60人

f政ゴ 任期 平成18年10月4日 平成17年10月7日 平成15年4月29日 平成15年4月29日
車且 農業委員数 24人 17人 14人 12人 65人
織

任期 平成17年9月21日 平成17年7月19日 平成17年7月19日 平成17年7月19日

職員数(平成13ff:4月1日) 601人 171人 77人 52人 901人

歳入総額(平成13年度の収入) 178億1，148万7千円 68億7，676万B千円 40億1.981万3千円 23億3，805万9千円 310億4，612万7千円

刈主民1人当たりの額 45万6千円 72万1千円 126万9千円 172万2千円 58万4千円

歳出総額(平成13年度の支出) 170億8，010万2千円 65億8，361万3千円 37億7，640万4千円 22億1，120万9千円 296億5，132万8千円

平成 援 1住民1人当たりの額 43万7千円 69万円 119万2千円 162万8千円 55万8千円

13 市町村民税額(納められた住民税) 36億266万8千円 7億2，274万4千円 1億9，667万9千円 5，687万6千円 45億7，896万7千円
年 制住民1人当たりの額 9万2千円 7万6千円 6万2千円 4万2千円 8万6千円
度目オ 普通交付税額 (固から配られるお盆) 50億1.391万4千円 23億9，380万5千円 161.意4，279万4千円 10億1，662万6千円 100億6.713万9千円
政状 削住民1人当たりの額 12万8千円 25万1千円 51万9千円 74万9千円 18万9千円
i兄 財政調整基金(積l.L金・貯蓄) 9億6，914万6千円 4億646万7千円 3億2，800万円 5億435万5千円 22億796万8千円
宝(E豆ヨZ 削住民1人当たりの額 2万5千円 4万3千円 10万4千円 37万1千円 4万2千円 l

通
地方債現在局(借金の残高) 192億2，576万5千円 93億4，308万6千円 56億1，138万1千円 28億2，236万8千円 370億260万円

計:z::ミ
※1住民1人当たりの額 49万2千円 97万9千円 177万1千円 207万8千円 69万6千円

疑2財政力指数 (3力年平均) 0.412 0.243 0.136 0.087 0.314 

議3経常収麦比率 83.4% 85.7% 86.4% 89.0% 

援4公債費比率 16.9% 19.0% 17.9% 16.0% 

※1住民1人当たりの額住民基本台帳人口 (平成14年3月31日現在)による。
※2財政力指数 数写が f1Jに近いほど財源に余裕がある。財政需要に対し、どれだけ自前の収入で対応しているかを示す指数。
※3経常収支比率 この値が高いほど一般財源(白白に使えるお金)が少ない。人件費や信金返済などに一般財源がどの位充てられたかを示す比率。
※4公債費比率 この値が低いほど財政が健全。借金返済額の収入 (一般財源 自由に使えるお金)に占める割合。

一
般
競
争
(
指
名
競
争
)
入
札
の

指
名
願
い
の
受
付

大
洲
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
や
、
物
ロ
回
、
製
造
な
ど
の
競
争

入
札
に
参
加
す
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

平
成
日
・
同
年
度
に
お
い
て
、
大

洲
市
が
発
注
す
る
「
建
設
工
事
及
び

測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業

務
に
係
る
競
争
入
札
」
及
び
「
物

品

・
製
造
等
に
係
る
競
争
入
札
」
に

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
要
領

で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
期
間

平
成
日
年

3
月
3
日

(月
)

1
白
日

(月
)

市
の
休
日
を
除
く
執
務
時
間
中

申
請
の
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送
(
当
日
消
印
有

効
)

請
求

・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

一T
7
9
5
8
6
0
1

大
洲
市
大
洲
6
9
0
1

大
洲
市
役
所

宮
@
2
I
l
l

・
建
設
士
事
及
び

測

量

建

設

コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

監
理
課
契
約
係

(内
線
3
8
1
)

.

物

品

製

造

な

ど

会
計
課
用
度
係
(内
線
1
5
1
)

な
お
、
申
請
書
提
出
後
書
類
内
容

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
直
ち
に

担
当
課

(監
理
課
ま
た
は
会
計
課
)

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

(指名願い)の受付について

競争入札の種類 申請書の様式 指名願いの有効期間 提出要領 提出・問い合わせ先

建設工事友び測量・建設コ
国土交通省統一様式 平成15~16年度 監理課で配布 監理課契約係

ンサルタン卜等業務

物品・製造など 大洲市指定様式 平成15~16年度 会計課で配布 会計課用度係

[提出要領]郵便請求の場合は、80円切手を貼った返信用封筒を同封して ください。 また、大洲市公式ホーム

ペ ジ‘http://www.city.ozu.ehime.jp<市民べんり帳〉 からもダウンロードできます。

参加資格審査申請書平成15・16年度
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新年特大号かわら糠

平成14年12月1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 328，572，975円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人は己連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

え 洲城

かわら版

2巳復

、 内線352

伝
統
技
術
を
受
け
継
ぐ

そ
の
1

合 24-2111 

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
は
、
慶
長
年
間
二
五
九
六
j

一
六
一
回
)

に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
建
物
を
現
在
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
事
業
で

す
。
そ
れ
は
、
平
成
の
今
に
当
時
の
技
術
を
再
現
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
木
材
加
工
場
で
は
、
四
百
年
の
時
空
を
越
え
、
慶
長
の
技

術
に
現
代
の
技
術
者
が
挑
ん
で
い
ま
す
。

企作業に使う大工道具

企富山県井波町の宮大工と地元大洲の技術者たちの見事なチームワーク
作業、職人たちが息を合わせ加工した材料を組み立てる

.

宮
大
工
輩
出
の
町富
山
県
井
波
町

υ

天
守
閣
復
元
の
た
め
の
大
工
工
事

日
は
、
「
宮
大
工
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
者

"
が
地
元
の
技
術
者
を
指
導
し
な
が
ら

日
行
っ
て
い
ま
す
。
「
宮
大
工
」
は、

寺

川
社
仏
閣
な
ど
の
大
き
な
木
材
を
使

つ

い
て
建
て
ら
れ
る
建
物
を
専
門
に
造
る

日
技
術
者
で
、
昔
か
ら
の
伝
統
技
術
を

υ

身
に
付
け
た
人
た
ち
で
す
。

日

今
回
の
復
元
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、

日
富
山
県
井
波
町
か
ら
五
人
の
大
工
が

日
大
洲
に
来
て
い
ま
す
。
井
波
町
は
、

・

と
な
み

U

富
山
県
南
西
部
砺
波
平
野
の
南
端
に

日
位
置
す
る
人
口

一
万

一
千
の
町
で
す
o

n

町
の
中
心
部
に
は
、

二
二
九
O
年
に

・

し
ゃ
く
に
よ
し
よ
う
に
ん

恥
本
願
寺
五
代
門
主
締
如
上
人
を
閉
山

・

ず
い
せ
ん
じ

日
と
す
る
「
瑞
泉
寺
」
が
あ
り
、
以
来
、

日
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

日
こ
の
建
築
に
端
を
発
し
て
、
大
工
技

日
術
集
団
や
彫
刻
技
術
が
生
ま
れ
ま
し

日
た
。
現
在
で
も
、
確
か
な
伝
統
技
術

日
に
裏
付
け
ら
れ
た
技
術
者
は
、
日
本

日
全
国
の
寺
社
仏
閣
の
建
設
を
手
が
け

日
て
い
ま
す
。

日

宮
大
工
も
経
験
の
な
い

.

四
層
四
階
建

経
験
豊
富
な
井
波
の
技
術
者
で
す

日
が
、
大
洲
城
天
守
閣
は
、
彼
ら
も
経

.
験
し
た
こ
と
が
な
い
物
件
で
す
。
そ

い
れ
は
、
四
層
四
階
と
い
う
高
さ
。
現

.
代
の
宮
大
工
が
手
が
け
る
通
常
の
大

日
型
木
造
建
築
は
、
お
お
む
ね
平
屋
建

8 

ずいぜん じ

企瑞泉寺本堂

心イ

eJ
 

で
、
た
ま
に
二
階
建
が
あ
る
く
ら
い
。

大
空
間
を
造
り
出
す
こ
と
に
は
な
れ

て
い
ま
す
が
、
縦
方
向
に
大
き
な
材

料
を
組
み
合
わ
せ
て
四
階
建
に
造
り

上
げ
る
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
材
料
を
加
工
す
る

前
の

「墨
付
け
」
作
業
に
は
設
計
者

と
入
念
な
打
合
せ
を
行
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
設
計
者
も
困
層
四
階
建
の

木
造
天
守
閣
は
初
め
て
の
こ
と
。
慶

長
時
代
の
建
物
を
木
造
で
復
元
す
る

と
い
う
日
本
で
初
め
て
の
仕
事
に
、

真
剣
勝
負
が
続
い
て
い
ま
す
。

材
料
を
削
り
腕
を
磨
く

天
守
閣
で
使
用
す
る
木
材
の
パ
ー

ツ
は
、
約
七
千
点
。
こ
れ
ら
の
材
料

の
加
工
に
は
、
昔
な
が
ら
の
道
具
を

用
い
ま
す
。
サ
シ
ガ
ネ

(指
曲
)
で

寸
法
を
測
り
、
墨
査
で
材
料
に
線
を



1月号広報ああず 2003

材
料
を
加
工
し
て
組
み
立
て
る
ま
で

p
a
F
 

新年特大喜かね h

4

一
一
日間を法寸で、ネド力、ンサ企

、・.

z?e 

.=軍曹

....r;;;;_ 

...設計者と宮大工が原寸図を製作する...材料に墨付けをする

q 

ー γ牛s二二

句 咽婦・・-唱民

企ノ コギリでの加工

仕
口
の
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
し

て
加
工
を
終
了
す
る
。
各
階
ご
と

の
材
料
が
そ
ろ
う
と
組
み
立
て
作

業
に
移
る
。

引
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ノ
コ
ギ
リ

や
ノ
ミ
で
加
工
し
ま
す
。
こ
れ
ら
全

.
て
を
い
か
に
正
確
に
加
工
で
き
る
か

が
腕
の
良
し
悪
し
に
な
る
の
で
す
。

し
か
も
、
柱
や
梁
は
巨
大
で
、
人
の

力
で
は
容
易
に
移
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
加
工
場
に
は
、

二
台
の

ク
レ
ー
ン
が
天
井
に
つ
い
て
い
て
、

材
料
を
移
動
す
る
た
び
に
行
き
来
し

て
い
ま
す
。

宮
大
工
が
材
料
に
墨
付
け
を
し
て

い
加
工
す
る
部
位
が
決
ま
る
と
、
地
元

日

の
大
工
が
材
料
の
加
工
に
加
わ
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
、
木
造
家
屋
を
建

て
る
場
合
の
工
程
と
同
じ
で
す
が
、

そ
の
大
き
さ
と
量
は
、
尋
常
で
は
あ

.
り
ま
せ
ん
。
ひ
た
す
ら
材
料
を
削
り

正
確
に
仕
上
げ
て
い
く
、
そ
の
繰
り

返
し
が
何
カ
月
に
も
及
び
ま
す
。

.

同
じ
屋
根
の
下
で
、
井
波
と
大
洲

の
技
術
者
が
材
料
を
削
り
な
が
ら
腕

.
を
磨
い
て
約
半
年
、
次
第
に
チ

l
ム

ワ
ー
ク
も
磨
か
れ
て
き
ま
し
た
。

つ

ぎ

て

し

ぐ

ち

継
手
と
仕
口

大
洲
城
天
守
閣
の
正
確
な
復
元
に

あ
た
っ
て
は
、
木
組
み
模
型
(
天
守

閣
雛
型
)
が
大
き
な
決
め
手
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
模
型
は
、
柱
や
梁
の

位
置
だ
け
で
な
く
、
継
手
や
仕
口
の

こ
と
ま
で
も
私
た
ち
に
物
語
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
懇

切
丁
寧
に
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
「
か
な
り
の
知
識
を
も
っ
て
推
し

量
る
べ
し
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、

慶
長
の
技
術
者
と
の
知
恵
比
べ
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

継
手
や
仕
口
を
つ
く
る
に
は
、
設

計
の
段
階
で
入
念
な
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
加
工
に
お
い
て
も
宮
大

工
の
巧
み
な
技
を
随
所
に
盛
り
込
み

つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
、
こ
れ
ら

の
結
実
し
た
材
料
を
最
後
に
現
場
で

組
み
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
う
ま
く
つ
な
が
れ
ば
、
秘
め
ら

れ
た
慶
長
の
時
の
技
を
平
成
の
匠
が

受
け
継
い
だ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

一
階
の
建
て
方
を
完
了

昨
年
十
月
、
約
半
年
を
か
け
て
加

工
し
て
き
た
天
守
閣

一
階
部
分
の
材

料
を
、
い
よ
い
よ
現
場
で
組
み
立
て

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
に
携

わ
る
の
は
、
加
工
場
で
ノ
ミ
や
ノ
コ

ギ
リ
で
材
料
を
削
っ
て
き
た
井
波
と

大
洲
の
技
術
者
た
ち
、
お
よ
そ
、

二

十
日
間
は
必
要
と
思
わ
れ
た
作
業
を

半
分
の
日
数
で
終
了
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
造
り

上
げ
た
材
料
を
、
万
全
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
成
し
遂
げ
た
結
果
が
こ
れ
に

表
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
事
業
は
、

戦
後
、
日
本
で
も
初
め
て
の
困
層
四
階

建
天
守
閣
を
復
元
す
る
大
事
業
で
す
。

こ
の
完
成
の
た
め
、
色
々
な
人
々

が
色
々
な
と
こ
ろ
で
慶
長
の
技
術
を

復
元
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

過
去
の
技
術
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ

り
最
先
端
の
技
術
と
な
っ
て
次
々
と

よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術

を
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
切
な
使
命

な
の
で
す
。
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ー鴎禽計予算吉丸信状況
E二コ 予算額 168億9，326万円
E二コ 執行額 79億7，563万円

陸軍並区互E
同協，986万円

上半期の収入
約80億円

-;;.荘'~lf:l@i7.

地方交付税:固から大洲市に配られるお金

歳(使い道は市で決めることができる)

市 税:個人・法人市民税や固定資産税など

入|国庫・県支出金:道路や建物の整備などに必要なお金の

一部として国 ・県から受け入れるお金

広報ああず 2003 1月号

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2条友

び地方公営企業法第40条の2の規定により、平成

14年4月1日から平成14年9月30日までの本市の財

政状況友び業務状況を次のとおり公表します。

どれだけ収入・麦出があった力、

歳

出

仁三コ 予算額 168億9，326万円

仁二コ 執行額 58億2，622万円

39億6，732万円|
J 13億8，645万円

22意8.065万町
い1章2.065万円

上半期の支出
約58信円

民 生 費:主に福祉の充実のために使うお金

公債 費:市の借入金の元金 ・利子などの返済に使

うお金

衛 生 費:衛生的な生活環境のために使うお金

土木 費:道路や河川などの整備のために使うお金

歳入には、自主財源と依存財源があります。市税、分担金及び負担金などは自主財源 (市が自らの手で集めて使うことができるお金)です。一方、市税なとの

不足を補う地方交付税などは依存財源 (国や県から配られるお金)です。

〈面調生面属島掴@状況}
市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

I頁 目 。襲名 品 勝 E言語
4企』

計c 

金 替、 9億8，872万円 11億9.769万円 1億37万円 7，140万円 23億5，818万円
※11世帝当たりの負担額 6万7，055円 8万1，227円 6，807円 4，842円 15万9，931円
※21人当たりの負担額 2万5，196円 3万521円 2，558円 1，819円 6万94円
害り .Lo入 41.9% 50.8% 4.3% 3.0% 100.0% 口

※1、※2は住民基本台帳 (平成14年9月30日現在)の世帯数、人口を基に計算しています。

10 
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ー鴎きさ計予算怯軍調執筒状況の金入
江
巳の
一口
市

残く公債費@状況J
平成14年4月1日から

平成14年9月30日まで
どのようなものにお金が
使われたか

その他

2億 233万円
ì3.誠一一~

人件費

14億 798万円
24.2% 

歳出総額

58億2，622万円

(100%) 
く面司姐届⑭扶溺J市が所育する土地-建物・預金など

水道や病院の
経営状態〈害義禽計⑭昧漏〉

235万円

1億6，159万円

1億1，145万円

区分 借入先 件数 現在晶 則一世帯当たりの金額 毎2市民一人当たりの金額

財務省 125 59億3，303万円 40万2，376円 15万1，195円
般 総務省 46 20億6，583万円 14万 104円 5万2，645円
dZ23h t その他 132 100億8，108万円 68万3，694円 25万6，901円
言十 ノj、 計 303 180億7，994万円 122万6，174円 46万 741円

特 財務省 37 31億 291万円 21万 438円 7万9，073円
月IJ 総務省 39 14億8，096万円 10万 438円 3万7，740円
.Q-
そのイ也 29 12億1，922万円 8万2，687円 3万七070円

言十 小計 105 58億 309万円 39万3，563円 14万7，883円 l

4ト 言十 408 238億8，303万円 161万9，737円 60万8，624円Eヨ

当期純利益

122万円

1億9，421万円

15億8，991万円

用費

357万円

31意5，580万円

17億 136万円

益~3I. 

工業用水道

水

病

道

手重 別 面 積な ど 金 客買
F七品『 地 606，419m 57億6，704万円

山 ヰJ本 2，858，541 m 9，782万円
田 t回 114，093m 1億9，059万円
雑 種 地 135.149m' 11億1，386万円
建 物 215，526m 264億2，114万円

立 木 66，137m 3億6，055万円
.Q- 言十 339億5，100万円Eヨ

財 政 言周 整 基 金 9億6，914万円

国民健康保険財政調整基金 21:意3，027万円
土 土也 開 発 基 金 6億2，784万円

そ の他特定目的 基 金 16億3，837万円
出 資 金 5億921万円

.Q- 言十 39億7，483万円Eヨ 院

公共下7お草事業
~"""'" 
津島~
Eむ正郎
官以込

予算18億2，519万円
収入 1，967万円
支出12億3，976万円
差引|ム2憶2，009万円

土地取得造成

J1b 
予算 1，678万円
収入 l万円
支出 841万円
差引 ム840万円

交通傷害保障

問
予算 949万円

収入1 904万円
支出 802万円
差引 102万円

人 保健

島
予算150億2，816万円
収入119億2，289万円
支出1191意5，594万円
差引| ム3，305万円

〈時圃禽富fr@)状況J
老国保診療所

事
2，476万円
339万円
1，049万円
ム710万円

開

一
臥
一
刻

一
劃

国民健康保険

宮
予算135億 238万円
収入112億1.716万円
支出113億 104万円
差引 | ム8，388万円

険保
-
F

償
却
資
産
と
は

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構

築
物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・

運
搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
額
(
費
)
が
法
人
税
法
、
所
得
税

法
の
所
得
計
算
上
損
金
、
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

申
告
が
不
要
な
も
の

.
耐
用
年
数
が

1
年
未
満
の
も
の

A
V
取
得
価
額
が
却
万
円
未
満
の
も
の

で
3
年
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償

却
す
る
も
の

(平
成
元
年

3
月
訂

日
以
前
の
取
得
に
つ
い
て
は
叩
万

円
未
満
の
も
の
)

-V取得
価
額
が
叩
万
円
未
満
の
も
の

で
一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の

(た
だ
し
、
小
額
多
量
資
産
に
つ
い

て
は
申
告
が
必
要
で
す
。
)

企
V

鉱
業
権
、
特
許
権
、
営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

・
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

【申
告
書
の
提
出
】

対
象
と
な
る
資

産
を
平
成
日
年

1
月

1
日
現
在
、
所

有
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
は
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【提
出
期
限
】

平
成
日
年

1
月
初
日

(
月
)

{提
出
・
間
合
わ
せ
先
}

税
務
課
固
定
資
産
税
係

合

@
2
1
1
1
(内
線

1
2
7
)

護
FfT

介

一回
一一一一一一一一

農業集落排水事業簡易水道

許
住宅新築資金
等貸付事業

間

一
臥

一
割

一
割
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ょ，一
「
合
¥

ヘ
'
L

L
@
日

)
@
(
 

主
崎
ー

ミ
A

一

前
受付は1月6日-20日

保

【
申
込
受
付
期
間
】

平
成
日
年
1
月
6
日
聞
か
ら

加
日
開
ま
で

{受
付
場
所
】

各
保
育
所
ま
た
は
社
会
福
祉
課

【保
育
所
入
所
の
条
件
】

次
の
よ
う
な
理
由
で
保
護
者
ま
た

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な

い
場
合
で
す
。

av会
社
員
、
パ

l
ト
、
自
営
業
な
ど

で
昼
間
働
い
て
い
る
0

.
産
前
・
産
後
、
病
気
、
け
が
ま
た

は
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

-
病
人
を
看
護
し
て
い
る
。
な
ど

【
必
要
書
類
】

入
所
申
込
書
の
ほ
か
保
護
者
の
状

況
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
書
類
が
必

要
で
す
。

-
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票

(
平
成
比
年
分
)

.
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

-
自
営
業
・
農
業
従
事
申
出
書

.
確
定
申
告
の
写
し

-

課

税

証

明

書

な

ど

【児
童
同
伴
に
よ
る
面
接
】

次
の
表
の
と
お
り
、

児
童
同
伴
に

よ
る
面
接
調
査
を
行
い
ま
す
。
入
所

を
希
望
す
る
保
育
所
で
面
接
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

【そ
の
他
】

.
入
所
決
定
通
知
書
は
、

3
月
中
に

各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

A

マ
保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
や
各
家

庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
違
い
ま
す
。

特
別
保
育
事
業
な
ど
に
つ
い
て

午
後
7
時
却
分
ま
で
の
延
長
保
育

保
護
者
の
仕
事
な
ど
や
む
を
え
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
保
育
時

間
を
延
長
で
き
ま
す
。

実
施
保
育
所
・・
・肱
北
保
育
所

利

用

料

:
・月
額
2
、
5
0
0
円

乳
児
(
零
歳
児
)
保
育

生
後
3
カ
月
(
産
後
休
暇
明
け
)

以
降
の
零
歳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
保
育
所
・
:
大
洲
保
育
所
、
喜
多

保
育
所
、
新
谷
保
育
所
、
大
成
保
育

所
、
肱
南
保
育
所
、
大
洲
乳
児
保
育

所
、
五
郎
保
育
園

居
残
り
保
育

す
べ
て
の
保
育
所
(
園
)
で
、
午

後
6
時
ま
で
の
居
残
り
保
育
を
実
施

し
ま
す
。

内線182宮24-2111社会福祉課

入所募集保育所 ・面接調査日程

入 所 募 集保育所
面接日時

保 育所 定員 所在地 電話番号 特別保育事業など

2月3日(月)13 : 30~ 16:0。 大 洲保育所 80 大洲 24-2919 乳児 (零歳児)

10 : 00~12:0。 上須戒保育所 30 上須戒 26-1128 

2月4日ω 13 : 30~16:00 喜多保育所 90 中村 24-2749 乳児 (零歳児)

9 :30~12:00 菅田保育所 110 菅田 25-5163 

2月5日(水)13:30~ 16 : 0。 新奇保育所 120 新谷町 25-0600 乳児 (零歳児)

10 :00~ 12 :00 柳沢保育所 30 柳沢 25-5720 

2月6日休) 13:30~15:30 粟津保育所 60 八多喜 26-0220 

10 ・ 00~12:00 三善保育所 53 春賀 26-0162 

2月7日(金)13:30~ 15:30 大成保育所 30 森 山 27-0706 乳児 (零歳児)

10 :00~ 12 :00 商久米保育所 30 北只 24-3754 

2月10日(月)13:30~16:00 肱南保育所 60 柏木 24-3104 乳児 (零歳児)I 

9 :30~12 : 00 肱北保育所 90 東大洲 24-3188 時間延長(~19 :30 )

2月12日休) 13 : 30~16 : 00 徳森保育所 120 徳 森 25-4020 

2月13日休)13 : 30~16 : 00 大洲乳児保育所 60 田口 24-4418 乳児(雪歳児)・一時慢育

9 : 30~12:00 五郎保育園 60 五郎 23-4478 乳児 (零歳児)

助
か
り
ま
す

一時保育事業

1
日
単
位
で
利
用
可
能

.
対
象
児
童

零
歳
児
か
ら

就
学
前
児
童

午
前
8
時
却
分
1
午

家
庭
保
育
に
支
障
を
生
じ
た
場
合

に
、
平
均
週
3
日
を
限
度
と
し
て
、

1
日
単
位
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
労
働
・
職
業
訓
練
・
就

業
な
ど
の
ほ
か
、
病
気

・
け
が

・
出

産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
緊
急
ま
た
は
一
時
的
に
家
庭
保
育

が
で
き
な
い
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

A
V
保
育
時
間

後

5
時

延
長
保
育
(
平
日
は
午
前
7
時
却

1
午
後
6
時、

土
曜
日
は
午
前
7
時

却
分
1
午
後
5
時
)
も
可
能
で
す
0

・
利
用
料

(1
人
当
た
り
)

1
日
に
つ
き

1
、
0
0
0
円

{申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
乳
児
保
育
所
宮
@

4
4
1
8

12 

…
参
加
者
募
集

日

田
市

量
E
E
P

・''':・
z
.

1
m
州
国
章
一
さ
コ

J
J
K
-
=

…
第一丸

信

E
t
・
て
、
.
ご
コ
4
3

H
f
L寸
U
R
-
-
H
iVJ
二
点
ご

K

1

J

-

引
明
子

la--川
ト

主

誠
一品
一部

・

…恥
¥
γ
1
M
r
i
日二
…ーごと
ι

…

い
恥
約
何
通
幽
E

・R、税制ーニ

・

司
、均

一司
-
L

』
聞
圃
・
・
・
・
・
・
四
祖

ム

ー品一一
一
ぺ
-E

・

n

忠
一
人イ
ー
晶
聞
リ
J
J
¥
一一三一
三
.
 

.
 V弘
司
、
ニ

ム汀噛
・
・
・
哩
司

-j
ibw

」

山

由

.思‘，s・
ら
よ

い
日
時

2
月
9
日

(日
)

日

.

午
前
9
時
却
分
か
ら

“

日

※
悪
天
候
の
時
は
2
月
日
日
(
祝
)
に
順
延

い

い
受
付
時
間

日

日

午
前
8
時
却
分
i
午
前
9
時
加
分

日

.
集
合
場
所

υ

平
野
運
動
公
園
内
周
囲
コ

l
ス

日

日
参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
通

日

…
勤

・
通
学
し
て
い
る
健
康
な
人

…

日
申
込
期
日

1
月
幻
日

(
火
)

日

日

〈距
離
と
部
門
〉

日
V
2
キ
ロ
コ

l
ス

ω歳
以
上
/
フ

日

日
ア
ミ
リ
l

(小
学
3
年
以
下
は
保
護

日

日
者
同
伴
)

日
V
3
キ
ロ
コ
ー
ス

小
4
男
子
/
小

日

日
4
女
子

/
小
5
男
子
/
小
5
女
子
/

日

日
小
6
男
子
/
小
6
女
子
/
中
1
男

日

日
子
/
中
1
女
子
/
中
2
男
子
/
中
2
“

日
女
子
/
中
3
男
子
/
中
3
女
子
/
一

日
般
男
子
/
高
校
女
子
/
一
般
男
子

“

日
(刊
歳
以
上
)
/
一
般
女
子

日

H
V
5
キ
ロ
コ

l
ス

高
校
男
子
/
一

…
般
男
子
/
一
般
男
子

(却
歳
以
上
)

.

日
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

日

日

大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

…

ま
た
は
社
会
教
育
体
育
課

日

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線

5
5
5
)

・
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高齢者福祉情報シリーズ

今思からスタートします!

第1回在宅介護支援センターとは?

高齢者に関する福祉情報、知っておきたい情報などを連載でお知らせします。

在宅介護支援むシターって

伺をすると之ろ?

保健福祉サービスの相談や介護保険認定

申請の代行、福祉用具や介護用自の展

示・紹介をしているところです。

とのよう(2刷用するの?

誰ガ相談l之のってくれるの?

在宅介護支援むシターって

j と之l之あるの?

医療と福祉の専門職員が無料で相談

に応じてくれます。自宅訪問でも電

話でも相談者の希望にあわせます。

ひまわり
徳森1512-1
ft25-3438 

在宅介護支援センター

フレンド
東大洲39

ft23-5300 

/ 
/ 

担当地区は 平・菅田・大川

市内には4力所の在宅介護麦援センターがあ
ります。それぞれの担当地区が決まっていま

す。(担当地区以外でも利用できます。)

在宅介護支援センタ_ m;[::;，γ 

社会福祉協議会

特別養護老人ホームとみす寮内

大洲810-1
告24-1753

審賀

春賀甲1665
宮26-1471

担当地区は 肱南・久米・平野南久米

担当地区は 肱北・喜多・柳沢・新谷 担当地区は 三善・八多喜・上須戒
Lー園田園田園田園ーーーー

福祉サービスで知りたいこと、日常生活で相談したいこと、いつでも何でもお気軽にご相談くださいね!
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第
幻
岡

全
国
表
彰

特
別
優
秀
賞

新
谷
中
学
校

2
年

亀

岡

那

美
~ 、.
ん

賞

状

k
i
日向ム
h
H
M
偽

AW，‘~ndAA円

金

問

郎

L
庶

f
一

ム
仁
、
た
例
作
品
目
弘

mdて
J
、‘
~

mr，
p
s
t
T-坑J
A
，需

ぷ
会
，，MVhw
陪
え
ず
ぞ
山
w
o
h
e

吐へ
v
d巳
t
f
f
A

さ
ぞ
れ
川
氏
AZAbum
F

2

2
女、わ一‘た
:
E
40

』
点
、

4
占
ル

司
，
守
司

d
tJr
、，
v
f
m
f手
会

、
、
川
品
提

全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
約

7
万
編
の
中
か
ら
亀
岡
さ
ん
が
書
い
た
作
文
「
五

つ
の
ア
メ
玉
」
が
特
別
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
け
月
初
日
、
東
京

・
虎
ノ

門
ホ

l
ル
で
第
羽
田
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
聞
か
れ
、
亀

岡
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

『五

つ
の
ア
メ
玉』

み
な
さ
ん
は
、
「
お
接
待
」
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
お
接
待

と
は
、
お
遍
路
さ
ん
に
食
べ
物
や
お

さ
い
銭
を
渡
す
こ
と
で
す
。

私
は
、
六
歳
か
ら
、
友
達
の
家
族

と
一
緒
に
掛
軸
を
作
る
た
め
、
四
国

八
十
八
ケ
所
の
お
寺
を
四
年
か
け
て

お
参
り
し
ま
し
た
。

四
国
四
県
、
約
千
四
百
キ
ロ
の
道

を
日
曜
の
朝
三
時
に
出
て
、
海
や
山

を
車
で
走
り
、
長
い
階
段
を
登
り
、

お
寺
の
本
堂
で
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

兄
や
友
達
と
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
、
お

坊
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
と
て

も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
、

遍
路
に
来
て
い
る
お
ば
さ
ん
が
、
「
小

さ
い
の
に
偉
い
ね
」
と
言
っ
て
、
使

っ
て
い
る
筆
箱
を
く
だ
さ
っ
た
り
、

本
堂
の
前
で
、
座
っ
て
お
経
を
唱
え

て
い
た
お
じ
さ
ん
か
ら
、
「
こ
れ
を
あ

げ
よ
う
」
と
、
き
れ
い
な
赤
や
金
の

糸
で
織
り
込
ん
だ
鮒
向
を
頂
い
た
り
、

お
菓
子
を
お
接
待
し
て
も
ら
っ
た
り

し
ま
し
た
。
い
つ
も
、
も
ら
う
ば
か

り
で
悪
い
気
が
し
て
、

"
私
も
何
か
お
遍
路
さ
ん
に
お
返
し
が

し
た
い
な
“

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
家
は
、
八
十
八
番
の
う
ち
、

宇
和
の
四
十
三
番
か
ら
、
久
万
町
の

四
十
四
番
の
間
に
あ
り
、
歩
き
遍
路

さ
ん
に
し
た
ら
、
国
道
で
車
の
排
気

ガ
ス
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
疲
れ
る
道

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
初
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
海
苔

の
入
っ
た
透
明
の
箱
に
ア
メ
玉
を
五

個
ず
つ
入
れ
て
く
く
り
ま
し
た
。
少

し
怪
し
い
風
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

た
ま
に
気
付
い
て
く
れ
る
お
遍
路
さ

ん
も
い
て
、
メ
モ
紙
に
「
歩
き
疲
れ

て
き
て
い
た
の
で
、
ア
メ
で
元
気
が

で
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
名
前
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た。
お
遍
路
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
走

っ
て
お
茶
や
お
菓
子
を
持
っ
て
い
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
女
の
子
が
、

小
さ
な
手
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
な

ミ
カ
ン
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
デ

ジ
ャ

・
ヴ
の
様
で
び
っ
く
り
」
と
私

の
事
を
ホ

l
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま
す
。
、びっ

く
り
し
た
の
は
、
小
学
二
年
生
だ
っ

、百

た
私
の
方
で
し
た
。

夏
休
み
に
な
る
と
、
学
校
で
作

っ

て
い
た
ア
サ
ガ
オ
を
持
っ
て
帰
り
、

咲
か
せ
ま
す
。
種
が
た
く
さ
ん
と
れ

た
の
で
、
お
接
待
の
ア
メ
と
袋
に
入

れ
ま
し
た
。

お
接
待
の
場
所
も
目
立
ち
そ
う
な

場
所
に
変
え
て
、
私
の
考
え
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
と
「
お
遍
路

さ
ん
頑
張
っ
て
」
と
い
う
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
て
貼
り
ま
し
た
。

一
年
後
、
「
ア
サ
ガ
オ
が
咲
き
ま
し

た
」
と
大
阪
の
方
か
ら
写
真
付
き
の

葉
書
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た
び

っ
く
り
。
ま
た
、
「
昨
年
、
こ
ち
ら
で

頂
い
た
種
を
ま
い
た
ら
、

一
年
中
花

が
咲
い
て
ま
す
」
と
ハ
ワ
イ
か
ら
の

お
遍
路
さ
ん
も
立
ち
寄
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

私
に
は
、
お
遍
路
さ
ん
の
目
的
や
、

難
し
い
事
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私

の
小
さ
な
お
接
待
を
見
て
、
喜
ん
で

く
れ
る
お
遍
路
さ
ん
の
こ
と
を
思
い

浮
か
べ
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
っ
た
五
個
の
ア
メ

玉
"
お
接
待
“
を
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
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み
ん
な
で
取
り
組
も
う

新
し
い
年
、
2
0
0
3
年
を
迎
え

ま
し
た
。
昨
年
は
、
昭
和
叫
年
か
ら

続
い
て
お
り
ま
し
た
特
別
法
(
「
地
対

財
特
法
」
)
が

3
月
末
に
失
効
す
る
な

ど
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
年
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
法
が
失
効
し
た
こ
と

の
み
に
と
ら
わ
れ
、
「
も
う
同
和
教
育

は
終
わ
っ
た
ん
だ
」
と
か
、
「
こ
れ
か

ら
は
同
和
問
題
以
外
の
人
権
問
題
を

対
象
に
し
た
人
権
教
育
に
な
る
」
と

か
、
「
特
別
法
の
終
了
は
問
題
が
解
決

し
た
か
ら
だ
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識

が

一
部
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
人
権
確
立
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
根
拠
と
な
る
法

秩
序
が
「
変
わ
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
て
「
取
り
組
み
が
終
わ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
で
は
平
成
叩
年
に
、

人
権
教
育

の
た
め
の
国
連

m年
に
関
す
る
圏
内

行
動
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
、
ロ

年
に
は
人
権
教
育

・
啓
発
の
推
進
に

関
す
る
法
律
な
ど
を
制
定
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
法
秩
序
の

も
と
で
の
教
育

・
啓
発
が
、

昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
法
の
枠
組
み
の
中
で
、

同
和
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
女

性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

さ
ら
に
、

H
I
V
の
感
染
者
な
ど
そ

の
他
の
人
権
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
の
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
国
の
法
律
等
は
も

と
よ
り
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

山
年

・
愛
媛
県
行
動
計
画
」
、
さ
ら
に

「
愛
媛
県
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

条
例
」

な
ど
の
制
定
を
受
け
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
体
制
を
整
え
る
と

と
も
に
、
市
民
の
基
本
的
人
権
を
尊

重
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目

指
し
て
、
平
成
日
年

6
月、

人
権
尊

重
の
ま
ち
いつ
く
り
条
例
、
い
わ
ゆ
る

人
権
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
の
教
育
と
啓
発
を
積
極
的

に
展
開
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま

ち
ε

つ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
年
も
同
和
問
題
を
は
じ
め
女
性

や
障
害
者
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
外

国
人
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
な
ど
の

ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

一

日
で
も
早
く
解
決
す
る
よ
う
に
、
市

民
み
ん
な
で
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
も
の
で
す
。
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秋の叙勲(11月2日発表)

において、大洲市からは2人
の方が受章されました。おめ

でとうございます。

章
お

お

の

あ

っ

と

大
野
淳
子
さ
ん
(
菅
田
町
菅
田
)

県
母
子
家
婦
福
祉
迎
合
会
会
長

母
子
補
祉
功
労

勲
、
一
ハ
等
瑞
宝
章

し

も

な

り

と

し

お

下
成
利
夫
さ
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(
平
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田
)

元
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国
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企コムス、松山を視察しました
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樹
先
生
位
掌
樹

(22) 

「
致
良
知
」

藤
樹
が
少
年
の
頃
読
ん
で
感
激
し
、

志
を
立
て
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
書

物
は
「
大
学
」
で
し
た
。
晩
年
の
藤

樹
は
、
こ
の
「
大
学
」
に
立
ち
返
っ

て
研
究
を
深
め
、
独
自
の
心
学
を
唱

え
ま
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
が

「
致
良
知
」
説
で
す
。

か

く

ぶ

つ

ち

ち

「
大
学
」
の
中
に
「
格
物
致
知
」

と
い
う
語
句
が
あ
り
ま
す
。
「
致
知
」

の
「
知
」
を
「
良
知
」
と
し
て
「
性

善
説
」
を
唱
え
た
の
は
孟
子
で
す
。

お
も
つ
よ
‘
つ
め
い

王
陽
明
は
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て

後
に
「
陽
明
学
」
と
い
わ
れ
る
説
を

唱
え
ま
し
た
。
「
良
知
」
は
、

心
の
本

体
で
あ
り
、
天
理
で
あ
っ
て
、
知
・

情
・
意
の
働
き
す
べ
て
を
あ
わ
せ
持

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
人
の
言
動

は
す
べ
て
こ
の
「
良
知
」
の
働
き
に

よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
常
に
十
分

「
良
知
」
が
働
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
「
致
良
知
」

と
い
う
。
「
致
知
格
物
」
と
は
、
「
事

物
」
に
即
し
て
「
わ
が
心
の
良
知
を

ち

こ

、ヮ
ご
、
ワ
い
つ

致
す
社
会
的
活
動
」

(知
行
合

こ

で

あ
る
:
・
と
い
う
の
が
陽
明
の
主
な
主

張
で
す
。

藤
樹
は
、
「
陽
明
全
書
」
を
読
ん
で

感
動
し
、
大
き
な
示
唆
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
藤
樹
の
考
え
は
陽
明

と
は
少
し
違
っ
て
い
ま
す
。

藤
樹
は
、
「
致
良
知
」
を
陽
明
の
よ

平
成
川
年
刊
月
幻
目
、
大
洲
市
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
と
大
洲
市
生
活

文
化
女
性
塾
は
、
合
同
で
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
の
先
進
地
を
視
察

し
、
お
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ム
ズ
松
山
で
合
同
先
進
地
視
察

視
察
先
は
コ
ム
ズ
松
山
(
松
山
市

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
)
で、

コ
ム
ズ
松
山
の
職
員
か
ら
、
施
設
の

概
要
や
、
平
成
比
年
度
事
業
の
実
施

状
況
を
聞
き
ま
し

た
。ま
た
、
松
山
市
市

民
活
動
政
策
課
の
担

当
者
か
ら
、
今
後
の

取
り
組
み
ゃ
、
「
日

本
女
性
会
議
ま
つ
や

ま
2
0
0
4
」
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
日
本
女
性
会

に
つ
い
て

う
に
「
良
知
を
裂
す
」
と
は
せ
ず
、

「
良
知
に
致
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
藤

樹
の
考
え
る
「
良
知
」
は
、
心
の
本

体
と
し
て
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
良
知
」
は
、
正
邪
善
悪
を
正
し
く
判

断
し
て
人
を
導
く
が
、
こ
の
鏡
は
情

欲
(
蚤
針
)
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
人
は
常
に
良
知
の
鏡
を
曇

ら
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
修
行
工
夫
を
「
誠
意
」

(意
を
誠
に
す
る
)
と
い
う
。
日
々
そ

の
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
良
知
」
の
「
本
体
」
に
た
ど
り
着
く

こ
と
が
で
き
る
。

:
と
い
う
の
が
、

藤
樹
の
「
致
良
知
」
説
の
概
略
で
す
。

ま
た
、
陽
明
は

「致
知
」

(致
良

知
)
の
中
に
「
格
物
」

(不
正
を
格
し

て
正
に
か
え
す
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、

知
行
合

一
で
統
合
さ
れ
る
。
と
説
い

て
い
ま
す
が
、
藤
樹
は
、
「
格
物
」
を

た

だ

ほ

う

ヴ

ん

し

ち

ょ

う

し

「
五
事
を
格
す
」
(
貌
言
視
聴
思
を
正

す
)
と
具
体
的
に
分
か
り
ゃ
す
く
教

え
て
い
ま
す
。
「
事
」
を
「
五
事
」
に

限
定
し
て
説
い
た
の
は
、
人
間
の
複

雑
な
行
為
を
初
学
の
者
に
も
理
解
し

や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て

い
ま
す
。

な
お
、

「五
事
を
格
す
」
に
つ
い
て

は
、
前
回
に
載
せ
て
い
ま
す
。
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さ
窃
、
み
ん
砲
で
按
軍
需
に
行
ζ
・句。

みんなで選ぼう1 未来を選ぼう

は愛媛県知事選挙
統一地方選挙をひかえ、明日の愛媛県の方向を決める大切な
選挙です。未来のために、みんなそろって投票しましょう。

投
票
で
き
る
人

年
齢

日
本
国
民
で
満
却
歳
以
上
の

人

(昭
和
国
年
1
月
幻
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
)

住
所

引
き
続
き

3
カ
月
以
上
大
洲

市
に
住
所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
(
平
成

比
年
目
月
8
日
以
前
に
住
民
票
の

作
成
ま
た
は
転
入
届
を
し
た
人
)

な
お
、
平
成
H
年
目
月
9
日
以
後
、

愛
媛
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
大
洲

市
に
住
所
を
移
し
た
人
は
、
市
長
が

交
付
す
る
「
引
き
続
き
愛
媛
県
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
提

示
す
れ
ば
、
前
の
住
所
地
の
市
町
村

で
(
そ
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
限
り
)
投
票
が
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で。不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
、
病
気
な

ど
の
た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、

前
も
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
期
間

1
月
9
日

(
木
)
か
ら

1
月
お
日

(
土
)
ま
で

午
前
8
時
泊
分
1
午
後
8
時

大
洲
市
役
所
2
階
大
ホ
l
ル

場
所

選
挙
公
報
は

新
聞
折
込
で

配
布
し
ま
す

選
挙
公
報

(国
政
選
挙
と
知
事
選

挙
の
み
発
行
)
は
、
今
回
か
ら
新
聞

折
込
に
よ
り
配
布
し
ま
す
。

1
月
間

日
(
日
)
の
朝
刊

(
愛
媛
・
朝
日
・

毎
日

・
読
売
・
産
経

・
日
経
の
計
6

紙
)
に
折
り
込
む
予
定
で
す
。

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
や
万

一
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
、
誠
に

お
手
数
で
す
が
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
役

所
、
公
民
館

・
連
絡
所
、

J
R
伊
予

大
洲
駅
、
新
聞
販
売
所
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
も
備
え
置
い
て

い
ま
す
の
で
ご
自
由
に
お
取
り
く
だ

さ
い
。
選
挙
公
報
と
は
、
有
権
者
の
皆
さ

ん
に
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
発
行

さ
れ
る
文
書
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

mu
@

2
1
1
1
(内
線
3
2
5
)
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…
明
る
M
W

遺
挙
面
指
鵡
ス
夕
日
偏
晶
昆

…

市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
の

期
間

1
月
9
日

(木
)
か
ら

-
あ
っ
た
ポ
ス
タ
ー
の
う
ち
、
優
秀
作

1
月
お
日
(
日
)
ま
で

-

H

品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

場
所

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

γ、C
い
0

1
f
恥

7
ふ
山
川

ωv

-

M

H

ー

:

-
-
h1
V
込

4

・・m
除〆
除、γ
、td
R

¥

4

.

，A1
i
d
v

ぺA
a

a

関
、
，
.

-

M

勺
自
由
忽
門
以
ゐ
務
。
ス
口間
約

γ川
川
村

V
L際
紛
一
対
1
I
M劃
松
-d
臨

3

4
4

除
け
相
川
明

.
(
E
A
議
開
了
14
hて

発

選

仁

子
タ

-
W剤
-
法
当

啓

入

闘

ド
-
野
間
臨
時
傑
限
尊

挙

県
由同

A
わ
瞳
ア
l
iu
瞬
副
司

選

瀕

年

・

脳
戦
ζ
問
削
顧
す
也

臥

伽

対一
V
凶
醐
樹
園
田

t
明

田

・

投
票
所
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
は

1
枚
で
、
同

一
世
帯

5

人
分
ま
で
の
入
場
券
が
入
っ
て
い
ま

す
。矢
印
の
部
分

(ハ

ガ
キ
右
下
)
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
は
が
し
て
ご
覧
く
だ

.. ~，，1~忌

さ
い
。
表
面
も
同
様
に
は
が
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

5
人
以
上
の
世
帯
に

は
ハ
ガ
キ
が
複
数
送
ら
れ
ま
す
。

オモテ・ウラ2回開けてください

|オモテかう | 直豆1)¥5I 
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-圃 ー晶_......，、.:J・・・匝l
24日午後4時頃、逆なげ橋上流(菅田町菅田)で鮎漁をしていた水関勉さん、矢
野欣ーさん、藤本恵三さん(共に菅田 5ペジ写真)の3人が鮭を捕獲しました。
翌25日、県中予水産試験場薬師寺房憲主任研究員(写真)が現場を訪れ、大きさ
やヒレの数などから雄鮭(全長約80cm，重さ約4kg)であることを確認しました。

大洲・内子 宇和の町並み連携シンポジウムが市総合福祉センターで開かれました。えひめ

フィルムコミッションの泉谷昇さん(県観光課)をコーテ.ィネーターに、映画「船を降りたら彼

女の島」のプロテ.ユーサー桝井省志さん(久万町出身)、町並み保存センター所長 岡田文淑

さん (内子町)など4人のパネリストが映画誘致の効果や課題について討論しました。

藤樹まつり小学生意見発表会が市民会館で開かれました。蔵川小東正樹君、

大洲小・津田美里さん、久米小稲月祐一君、平野小・福本拓真君、南久米小河

村すみれさん、菅田小今井美樹さん、大洲小桜井めぐ美さんの7人が家族をテ
ーマに発表した前向きで実践的な意見は、約200人の参加者に感動を与えました。

f f / f 5 総務大臣表彰に清水さん

統計調査員として各種統計調査に協力し、その成績が極めて優秀で

あった清水競争さん(北只)に総務大臣から表彰状が贈られました。

今回の受賞は、各種統計調査実施のための基礎資料となる事業所 企

業統計調査における調査活動の功績が認められたものです。

f f / f 4 新谷もみじ観葉会今年は最紅葉""'!

ぉ

届幽孟i-~. 1M"'電宥 コ-ji..寸t:T 咽
新谷稲荷山公園で恒例の観葉会(新谷商工会主催)が開かれました。

藩政時代、新谷藩主が京都・高雄から苗木を持ち帰ったといわれるイロ

ハ力工デなどが見事な紅葉を見せる公園内では、地元の舞踊愛好グjレ
プの皆さんによる踊りが披露され、訪れた人々の目を楽しませました。

桑野さんに明るい選挙感謝状

明るい選挙推進運動50周年を記念して、その活動に貢献のあった桑
野雅英さん(長谷)に(財)明るい選挙推進協会から感謝状が贈られま

した。桑野さんは、大洲市明るい選挙推進協議会委員として昭和50
年から平成7年までの20年間、献身的に運動推進に尽力されました。
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保健センターft23・0310

いきいき-
Life! 

あなたの健康を
サポートします

実
施
場
所
は
い
す
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

{
乳
幼
児
健
康
診
査
}

0
1
月

7
日

ω
平
成
日
年
ロ
月
生

0
1
月
日
日
同

平
成
比
年

8
月
生
※

0
1
月
幻
日

ω
平
成
日
年

6
月
生

受
付
時
間

日
時

i
u時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

{
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
1
月

M
日

ω
平
成

M
年

3
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

1
m時

持
参
品

母
子
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

ー=l!ffa~;，阜市ω~f;1[:~・

1月1自体) 城戸眼科医院 (末広町)
ft 24-3008 

1月2日休)沢井耳鼻咽喉科気管食道科(中村)
ft 24-251 0 

1月3日後)村上内科医院 (北只)
ft 23-3500 

1月5日(日)大野内科(片原町)
まま 24-6800

【
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
1
月
凶
日
同

相
談
時
間

m時
1
正
午
、

時
健
康
手
帳

持
参
品大
洲
保
健
所

3
時
1
日

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
毎
週
火
曜
日

日
時

1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火

曜

日

日

時

1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
]

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
V
|
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月

1
金
曜
日

9
時

1
m
時
初
分

{
女
性
の
健
康
相
談
}

O
第

3
木

曜

日

時

時

l
U
時

{
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木

曜

日

目

時

1
時
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
ぬ
分

i
u時
お
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知

5
せ

1月12日(日)村上外科医院(片原町)
まま 24-2262

菊池内科(長浜)市 1
合 52一0209 立 月

大 9
洲 日
病 休)
院

叩
時

1
正
午

1月13日(月)岡本耳事個帳科気管食道権院(本町)
ft 24-3752 

1月19日(日)祖母井医院(中村)
ft 24-3756 

1月26日(日)沢井耳長岡喉科気管食道科(中村)
ft 24-251 0 

-.~~a%W!J.i~富司言園

ア
イ
テ
ツ
ク
附
富
士
工
場

日
時
i

M

H

時
却
分

日
時

1
M
時
加
分

平

成

病

院

1
月
幻
日
同

ミ
ユ
ウ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
鮒
叩
時

1
正
午

大
洲
ホ
1

ム

日
時

i
u時

県
農
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
側

M
H

時
却
分

1
m時
却
分

検
診
申
込
書
を
1
月
に
配
布
!

皆
さ
ん
全
員
提
出
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
、
肺
・
大
腸

・

胃
・
子
{
呂
・
乳
が
ん
検
診
の
申
込
用
紙

は
、
皆
さ
ん
の
検
診
状
況
調
査
を
兼
ね

た
も
の
で
す
。
会
社
な
ど
で
検
診
が
あ

り
申
し
込
み
の
必
要
が
な
い
人
で
も
調

査
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
内
に
必
ず

各
行
政
区
の
区
長
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

検
診
申
込
者
に
は
、
後
日
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

平
成
日
年
度
の
検
診
結
果

①
一
番
多
く
発
見
さ
れ
た
疾
患
は
、
男

女
と
も
高
脂
血
症
で
し
た
。

②
異
常
な
し
は
、
男
性
日

・
6
%
、
女

性
お
・

3
%
で
、
男
性
の
方
が
精
密

検
査
や
治
療
が
必
要
な
人
が
多
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。

年

1
図
は
検
診
を
受
け
て
生
活
習
慣

を
見
直
す
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
!

洲

宮

森

洲

大

大

西

若

徳

東

恥

引

配

引

恥

限

配

間

病

引

引

病

民

病

記

洲

コ

病

寸

念

コ

央

寸

大

4

戸

4

記

5
中

4

立

2

2

洲

2

洲

2

市

公

加

合

大

企

大

m
u

曜日によ って救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

月・火曜日

日

日

金~日曜日

躍

曜

7.1< 

木

A
H叫
uv
‘‘aa， A凶
円

品
川
崎
叶〆-m比例

内
'Lvav 

d
V
 
4
伊訓悶
F
1
月
新
着
図
書

大
人
の
生
活
常
識
問
題
集
生
活
常
識
研
究
会
編

図
説
日
本
史
な
る
ほ
ど
事
典実
業
之
日
本
社

公

共

事

業

が

変

わ

る

天

野

礼
子
著

9
・
日
ア
メ
リ
カ
は
巨
大
な
嘘
を
つ
い
た

ジ
ョ
ン
・
コ

l
ル
マ
ン
著

私
を
番
号
で
呼
ば
な
い
で

住
民
基
本
ム
ロ
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
民
運
動
編

こ
の
高
速
は
い
ら
な
い
。
清
水
草
一
著

娘
が
「
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
」
し
た
と
き
!

沖
藤
典
子
著

気
が
つ
く
と
机
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ

て

い

る

あ

な

た

へ

草

思

社

今
日
か
ら
や
さ
し
い
お
母
さ
ん平
井
信
義
著

セ
ン
タ
ー
試
験
⑫
ラ
ク
ラ
ク
突
破
法
カ
ズ
ン
ゲ

福
井
一
成
著

読
み
・
書
き

・
計
算
が
子
ど
も
の
脳
を
育

て
る

川
島
隆
太
著

沈
黙
の
惑
星

M
・
パ
ク
ソ
ン
ほ
か
著

遺
伝
子
組
換
え
食
品

A
・
マ
キ
ユ
ア
ン
著

季

節

の

抑

日

話

題

事

典

倉

嶋

厚

著

四
国
の
樹
木

観

察

図

鑑

松

井

宏

光

著

ゴ
ウ

節
約
筋
を
鍛
え
よ
う
木
村
豪
ほ
か
著

兵

法

に

学

ぶ

中

燦

高

徳

著

カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ
ル
ト
効
果
倍
増
レ
シ
ピ

ヤ

モ

リ

ユ

キ

オ

ミ

サ

オ

家
森
幸
男

・
白

井

操

著

日
本
人
が
読
み
伝
え
て
き
た
音
読
名
文
即

ナ
ミ
カ
ワ

選

議

川
栄
太
著

タ
マ
オ

キ

ャ

ベ

ツ

の

新

生

活

有

吉

玉

青

著

エ

フ

エ

ソ

ス

白

恋

高

樹

の

ぶ

子

著

ア
キ
ラ

死

都

日

本

石

黒

耀

著

コ
ウ
ダ
マ
イ
ン

投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
有
利
子
幸
田
真
音
著
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y
カ
ト
ウ
ハ
ジ
メ

凍
る
タ
ナ
ト
ス

柄

万

一

著

国

境

の

南

赤

川

次

郎

著

人

斬

り

忠

臣

蔵

押

川

園

秋

著

ン
ン
ポ
ユ
ウ
イ
チ

発

火

点

真

保

裕

一

著

鬼

女

の

花

摘

み

平

岩

弓

枝

著

黒
龍
の
枢

上
・
下

北
方
謙
三
著

ケ
イ

密

謀

の

王

宮

磯

部

慧

著

銀
行
総
務
特
命

池
井

戸

潤

著

好

き

よ

柴

田

よ

し

き

著

日
本
を
捨
て
た
男
が
日
本
を
変
え
る
ノ
ゾ
ム

杉

田

望

著

に

ん

げ

ん

住

所

録

高

峰

秀

子

著

わ
た
し
は
ぜ
っ
た
い
別
れ
な
い下
回
光
子
著

マ、不
l
、
マ
ネ
ー

エ
ド
・

マ
ク
ベ
イ
ン
著

マ
ネ
l
、

不
審
船
の
目
的
は
一
体
何
な
の
か
?

「
日
本
沿
岸
に
あ
る
問
ヶ
所
以
上
も
の
工

作
船
潜
入
ポ
イ
ン
ト
」
「
日
本
人
柱
致
に

加
担
し
て
い
た
よ
ど
号
犯
た
ち
」
な
ど
、

北
朝
鮮
の
対
日
潜
入
工
作
に
つ
い
て
探
る
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
/

/
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

¥

古
文
書
解
読
講
座

「
大
洲
・
新
谷
旧
記」

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

1
月
辺
日
制

9
時
却
分
1
日
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

[休
館
日
]
毎
週
月
曜
、

-
月
1
1
6日
-

H
日
・
白
日
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マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

原
画
を
募
集
!

警
察
の
委
嘱
を
受
け
て
、
少
年
の
非

行
防
止、

健
全
育
成
の
た
め
に
活
躍
す

る
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
テ
ー
マ

と
し
た
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
、
明

る
く
楽
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
原
画
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切

1
月
日
日

同

当

日

消

印

有

効

賞
金

最
優
秀
賞

(l
点
)
賞
金
却
万
円

佳
作

(
3点
)
賞
金
各

5
万
円

※
出
歳
未
満
の
場
合
は
同
額
の
図
書
券

発
表

3
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
警
察
署
生
活
安
全
課

企

@
1
1
1
1

無
料
法
律
相
談

肘
法
律
扶
助
協
会
で
は
、
愛
媛
県
司

法
書
士
会
の
協
力
に
よ
り
、

急
増
し
て

い
る
「
多
重
債
務
者
」
の
た
め
の
法
律

相
談
を
行
い
ま
す
。
弁
護
士
と
司
法
書

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

実
施
日

1
月
担
日

幽

午

前

日
時

1

正
午
・
午
後

1
時

1
午
後

3
時

相
談
場
所

大
洲
法
律
事
務
所
(
東
大
洲
)

(有)南予水道住設
fi23-2352 
宮元建設
fi25-0901 

水道業者の

緊急漏水当番表

骨紛

1月1日休)

愛
媛
弁
護
士
会
館
(
松
山
)

申
込
方
法

電
話
に
よ
る
予
約
(
現
在
受
付
中
、
先

着
順
で
満
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
)

が
必
要
で
す
。
予
約
の
際
に
、
当
日
の

相
談
場
所
・
時
間
を
ご
案
内
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

肘
法
律
扶
助
協
会
愛
媛
県
支
部
(
受
付

時
間
・・・午
前

9
時

1
午
後

5
時
却
分
)

合

0
8
9
・
9
4
1

6
2
7
9 ほ

か

国
の
教
育
口

l
ン

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
な
ど
へ
の
入
学
費
用

ゃ、

在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

融
資
す
る
「
国
の
教
育
ロ

1
ン
」
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
ご
利
用
が
可
能
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融

資

額

学
生

・
生
徒

一
人
に
つ
き

2
0
0
万
円
以
内

利

率

年

1
・
6
%
(固
定
金
利
)

平
成
凶
年
日
月
日
日
現
在

返
済
期
間

山
年
以
内

据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据

置
可
能

保

証

制
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人

(
1人
以
上
)

※
6
カ
月
以
上
の
海
外
留
学
資
金
も
対

土居 鉄 工所
岱 24-4519
浦建設 側
企 25-5335

央建設 側
fi24-3556 

谷本建設 工業 側
ft24-5161 

神田鉄工所
公 24-4122
上工 業 (側
fi24-3141 

戸電 業 社
fi25-2944 

(有)菊池浄化槽センタ
まま24一0013

中

側

(有)

松

I成

1月2日休)

1月3日(金)

1月4日出

1月5日(日)

象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
金
融
公
庫
松
山

支
庖
8
0
8
9
9
4
1
・
6
1
4
8

1
月
白
日
は
文
化
財
防
火
デ
l

大
洲
市
に
は
、

‘
眠
行
川
園
田

国
・
県

・
市

が

指

フ

明
明
実
人
五

E

定
し
た
多
く
の
文

司
ヨ
ー

ペ

ベ

化

財

が

あ

り

ま

一理

-L
Pん

す
。

/τ
バー

こ

の

貴

重

な

財

}

鋭

wm

産
を
火
災
で
失
っ

V
V襲
警

画

て
し
ま
う
こ
と
の

Rv

i
4
A
g

な
い
よ
う
に
、
文
化
財
の
近
く
で
は
タ

バ
コ
を
吸
っ
た
り
た
き
火
を
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ソ
ウ
ル
へ
行
こ
う
l

グ
ル
メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

松
山
・
ソ
ウ
ル
定
期
航
空
便

金 京尤 便
水 火 晴元
日 日 名

10 18 ゾウ 。
Jレ Z 10 。。 手吾
松11 19 7 .. 
着山 6 40 30 

12 9 松 。.. .. 山
40 00 発 Z 

ウ、J14 10 7 .. .. 
Jレ 5 20 40 完ま

韓
国
経
済

・
観
光
交
流
推
進
協
議
会

戸電 業社
会 25-2944
藤水道 后
合 24-4410

情)南予水 道住設
ft23-2352 
山水 道 工 事 庖
ft24-2583 

土居 鉄 工所
会 24-4519
田水道庖
合 26一0265

ヰサ

城

。対

J字

イ左

西

1月11日出

1月12日(日)

1月13日(月)

『

E

J

一
放
送
大
学
の
学
生
は
全
国
に
約

m万
人

イ
パ

l
フ
エ
ク

T
V
(
テ
レ
ビ

2
0
5
一

一

大
洲
市
で
は
、
平
成

7
年
の
開
学
当

J

c
h
、
ラ
ジ
オ

5
0
0
c
h
)
で
放
送

一

一
初

8
人
だ
っ
た
学
生
数
も
、
現
在
で
は

学

中
1

一
3
倍
以
上
の
お
人
に
な
り
し
ま
し
た
。

丈
・
平
成
四
年
度
第

1
学
期
学
生
募
集

一

一

放
送
大
学
と
は
?

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

栄一

教
養
学
部
《
日
歳
以
上
》
・
全
科
履
修

一

一
オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大

抵

生
(
卒
業
を
目
指
す
)
、
選
科
履
修
生

一

一
学
で
す
。

4
年
以
上
在
学
し
所
定
の
単

に

(
1年
間
在
学
)
、
科
目
履
修
生

(
l
学

一

一
位
を
修
得
す
れ
ば
、

「
学
士
(
教
養
)」

の

ミ

期
間
の

6
カ
月
在
学
)

一

一
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、

-
科

じ

大
学
院
《
国
歳
以
上
》

・:
修
士
科
目
生

一

，J 

-
目
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
人

ノ

(1
科
目
か
ら
選
択
履
修
)

現
職
教
員

・

、，

一
文

社

会

自

然

な

ど

、

幅

広

い

分

野

れ
の
専
修
免
許
状
取
得
に
刑
用
可

一

-
の
約

3
0
0科
目
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ι
募
集
期
限

2
月
お
日
樹

園

ATT

I

四

一

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
l

短
期

作
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

一

一
大
学
や
専
修
学
校
な
ど
か
ら
も

3
年
次

訪

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

一

一
一
編
入
学
が
で
き
ま
す
。

軒

愛
媛
大
学
内

一

一

視
聴
方
法
は

7

C
A
T
V
(
ケ

l
E
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

一

一
ブ
ル
ネ
ー
ト
ワ
ー
ク
西
瀬
戸
)
や
ス
カ

合
0
1
2
0
・
8
6
4
・
8
3
5
1

一

「

L

備)星加水 道設 備
公 26一0020
予屋住設
公 24-2541

1月18日出

高
齢
者
総
合
相
談

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
心
配
ご
と
、

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
で
す
0

.

一
般
相
談

〈
生
活
全
般
に
つ
い
て
V

.・・
毎
週
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午
前

9

時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

-
専
門
相
談

《
保
健
、
介
護
、
住
宅
・
介

護
機
器
、
医
療
、
栄
養
、
リ
ハ
ビ
リ
、
法

律
、
土
地

・
家
屋
、
登
記
、
税
金
、
年

金
〉
・
;
指
定
曜
日
の
午
後

l
時
か
ら
午

後

4
時
ま
で
《
法
律
相
談
は
要
予
約
》

森設備
ft25-4023 
福水道工事庖
fi24-3656 

{罪

f恵1月19日(日)

丸電工業
金 24-5351
塚鉄 工所
公 25-0300

岡

(有)1月25日出

備
3
備
4

8

8

 

宣
7

6

5
3
生
4

一
圭
同

一

原
4

5
2
1
2
 

三
念
日
公

大

(有)

ネ申

1月26日(日)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

合

0
8
9
・
9
4
1
・
0
8
0
8

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
レ
ン
ガ
の
あ
る
風
景
」
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展

ロ
月
日
日
同

1
1
月

5
日
間

※
ロ
月
初
日

1
1
月

3
日
は
休
館

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
の
年
賀
状
展

1
月

8
日
同

1
1
月
初
日
間

V

大
洲
高
校
美
術
部
作
品
展

1
月
却
日
制

1
2
月

9
日
間

展
示
時
間
午
前
川
時
j
午
後

5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

ツレでち本と
トビ あ で当突肱
早でるしに然川
めも こ た.ので
の話と 。?連鮭
新題が:と絡を
年に確しいす捕
のな認かっ f?獲
吉りさしのり一
兆まれ 、が目 ι
かし、本正主ジへ
もた新物直 EE B
。。 聞のな話 17
2 チや鮭気 A ジペ
ムヨテ 1持よ J

19 
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内
本目 談 内 t同相茸 日 時 1;s. ど 場 所 な ど 聞い合わせ先

交通事政相談 1 月 8 日(水) / 1 0 時~ 15 時 市役所2階会議室 総務財政課父通安全係
(愛握県) 1 月 27 日 (月 ) / 10 時~ 15 時 市役所2階会議室 fi24-2111 内線323I 

人 ~i ヰ目 談 1月 15日(水)/10時~正午 久米公民館
急ぐときは法務局 fi24-4155 

(法務省) 1月 17日(金)/10時~正午 市役所2階会議室

人権擁護委員による 毎週月 -水 -金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 fi24-4155 

無 料 相 談 (休日を除く) 9 時~ 16 時 人権相談室

fラ 政 キ目 談
1月 20日(月)/ 9時~正午 市役所2階会議室

急ぐときは fi 24-5072 (山本)
(総務省) 宮 24-4294 (辻)

市民法律相談 1 月 18 日(土) / 10時~1 6時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

まま24-2111 内線328

社会保険相談
1 月 9 日(木)/10時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

1 月 2 1 日 (火)/10時~15時30分 公 089-925-5105

不動産無料相談 1 月 15 日(水) / 9 時~ 16 時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 宮 24-4452 

定期税務相談 1 月 10 日(金) / 10 時~ 15 時 大洲商工会議所 大洲税務署 fi24-3115 

;一般相談 毎週月-水-金曜日 大洲市総合福祉
心配ごと (法律相談 毎週火曜日 センター

受付は総合福祉センター 1階
社会福祉協議会窓口まで

キ目 談 |介護相談 毎週木曜日 (相談室直通)
宮 23-0313

: (相談時間) 10時~正午、 13 時~16 時 n 23-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 fi24-2111 内線 178

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 fi 24-6100 
関する何でも相談 大洲福祉会館 fi 25-0947 

青少年相談室 毎日の執務時間中 青少年センター fi 24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 fi24-1414 

望E
~之と--、

ιー百炎本目

※いすれも無料です。お気軽にこ相談ください。

L 

ire-b 
一一三..._'0(. 
弓曹 の

相

ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

-〆h
A
A

杭~
ホ
e
h
F

全
国
最
優
秀
作
晶

平
野
中
学
校
2
年

永
見
静
香
さ
ん

ご
み
ゼ
口
型
社
会
実
現
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
〈
王
国
ポ
ス
タ

コ
ン
ク
ー
ル

(環
境
省
・
ご
み
減
量
化
促
進
国
民
会
議
主
催
)で、

永
見
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
平
成
川
年

刊
月
8
目
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

(徳
島
市
)
で
聞
か
れ
た
第
1

回
ご
み
ゼ
口
推
進
全
国
大
会
で
永
見
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

‘ 

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期 l

件数 226 260 

負傷者 299 324 

死者 2 6 

平成14年11月29日現在

39，205人 (-36)

18，702人 (-10)

20，503人 (-26)

14，734世帯 (-11)

38人 (+3) 

53人 (+31)

市民の動き

出生

死亡

口

数男

女

帯

人

世

今月の納税は

市・県民税 4期
国民健康保険税5期

a 

( )内は対前月比納期限は1月31日です
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